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阿
智
村
駒
場
の
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
（
河
原
進
館
長
）
は
17日
、
開

館
1
周
年

(25日
）
を
前
に
来
館
者
3
万
人
を
達
成
し
た
。

3
万
人
目
と

な
っ
た
の
は
、
岐
阜
県
中
津
川
市
か
ら
訪
れ
た
新
婦
人
会
中
津
川
支
部
の

ひ
ま
わ
り
班
（
安
藤
由
紀
子
班
長
）
の
一
行
。
証
言
や
記
録
か
ら
開
拓
団

の
歴
史
を
振
り
返
り
、
平
和
の
尊
さ
を
感
じ
て
い
た
。

事己
1
1
'
1
a
 
載掲付日

，
 

ー月4
 
年4
 
ー

゜
2

新
婦
人
会
は
平
和
を
求
茶
コ
ー
ナ
ー
で
販
売
し
て
南
信
州
広
域
連
合
の
助
成

聞新
め
る
全
国
組
織
の
女
性
団
い
る
ジ
ュ
ー
ス
セ
ッ
ト
を
を
受
け
て
建
設
し
、
一
般

州
体
で
同
班
は
中
津
川
市
西
贈
呈
。
代
表
の
安
藤
さ
ん
社
団
法
人
洞
蒙
開
拓
平
和

言酎
部

の

40代
か
ら
80代
の
女
は
「
1
年
で
3
万
人
の
来
記
念
館
が
入
館
料
と
寄
付

性
が
参
加
し
て
い
る
。
今
館
が
あ
る
の
は
す
ご
い
。
金
に
よ
り
連
営
し
て
い

回
は
会
員
の
17人
か
、
伊
資
料
集
め
が
大
変
だ
っ
た
る
。
昨
年
4
月
25日
に
開

那
谷
の
花
見
を
兼
ね
た
日
と
思
つ
け
ど
、
知
る
べ
き
館
後
、
地
元
の
団
体
や
学

帰
り
の
ツ
ア
ー
で
同
館
を
も
の
を
知
る
こ
と
か
で
き
校
な
ど
を
は
じ
め
、
北
は

訪
れ
た
。
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
北
海
追
、
南
は
沖
縄
ま
で

3
万
人
目
を
記
念
し
て
い
た
だ
い
た
資
料
を
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
平
和

オ
リ
ジ
ナ
ル
冊
子
「
証
毒
の
平
和
学
習
で
活
用
し
た
学
習
に
訪
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
記
憶
」
や
い
」
と
喜
ん
だ
。
来
館
者
は
1
日
平
均
で

欝
入
柏
図
、
館
内
の
喫
同
館
は
林
野
庁
や
県
、
約
1
0
5人
。
多
い
時
に

満

蒙

開

拓

平
和
記
念
館

は
1
日
で
8
団
体
、

4
0
一り
、
平
和
の
尊
さ
を
学
ぷ

0
人
を
超
え
る
日
も
あ
っ
一
拠
点
と
し
て
定
着
し
て
き

た
。
冬
期
間
は
来
館
者
数
一
て
い
る
」
と
話
し
て
い

が
伸
ぴ
悩
ん
だ
も
の
の
、
た
。

最
終
的
に
は
当
初
計
画
の
開
館
時
間
は
午
前
9
時

5
0
0
0人
を
6
倍
も
上
半
か
ら
午
後
4
時
半
。
休

回
る
3
万
人
を
達
成
し
館
日
は
毎
週
火
曜
日
と
第

た。

2
、
4
水
曜
日
。
問
い
合
一
わ
せ
は
同
館
（
電
話
⑬
5
-
5
0
8
0
)
へ。

同
館
の
寺
沢
秀
文
専
務

理
事
は
「
遠
方
や
開
拓
団

の
関
係
者
で
な
い
方
な
ど

の
利
用
が
予
想
以
上
に
多

い
。
戦
争
を
知
ら
な
い
若

い
人
々
も
来
て
く
れ
る
。

戦
争
の
歴
史
を
振
り
返
＿

開
館
1
周
年
を

H
前
に

満蒙開拓平和記念館が 3万人達成
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信濃毎日新聞 2014年4月24日付掲載

t 〗̂満蒙開拓平和記念館開館 1 年

じた井 が来の口と万年で胃開えに策

ゅ、各醤盃 梵垢靡五ピ拿宵贔口短奮雙も覆
つ寄さ那 うき・
く

tこ体り に胃和国たて次
せ
り ‘へ

ん胃＊とる•。 iこ験が〗なに記唯‘
る 84息喜鼠胃 て史っち語

ロ し歴？持を入癸る開魚一
館 °館煽
鬱醤盃
の開州

いとい込 しき当し←
中

清＊るし記まるた＜初てが万
、百拓承を

始にい内 ゜
め目記路

て憶れ元゜上見か‘贔腐国主
受がる開語回込ら下ー 東 Iし

I- 、 ／ pu直り」勺孟雙露 麟：豊届品合ぢ骨眉塁鸞喜；

次
代
へ を国

約50人を前に満州の記憶を語る桜井さん（中央） ＝17日、阿智村

「
こ
っ
ち
の
土
手
に
も
あ
っ
ち

の
土
手
に
も
、
死
ね
な
か
っ
た
人

が
お
っ
た
。
『
み
ん
な
死
ん
だ
』

と
、
泣
き
な
が
ら
生
き
残
っ
た
人

が
話
し
て
く
れ
た
」

17日
、
阿
智
村
で
同
郡
戻
体
障

害
者
福
蒻
会
盗
蔀
が
総
会
後

に
開
い
た
講
演
会
。
会
員
約
印
人

が
じ
っ
と
聴
い
て
い
た
。
旧
ソ
連

軍
参
戦
の
1
9
4
5
（
昭
和
20)

年
8
月
9
日
以
降
の
逃
避
行
に
話

が
及
ぶ
と
、
桜
井
さ
ん
の
声
が
震

え
た
。
人
前
で
話
す
の
は
2
回
目

ご。t
 41年
4
月、

11歳
の
時
に
家
族

7
人
で
同
郡
清
内
路
村
（
現
阿
智

村
）
な
ど
で
つ
く
る
「
第
八
次
大

古
洞
下
伊
那
郷
開
拓
団
（
下
伊
那

郷
開
拓
団
）
」
の
一
員
と
し
て
満

州
に
渡
っ
た
。
渭
内
路
村
は
炭
焼

き
と
養
蚕
が
基
幹
産
業
だ
っ
た

が
、
戦
時
下
で
伐
採
が
進
み
「
山

は
丸
坊
主
状
態
」
。
昭
和
初
め
の

「
昭
和
恐
慌
」
の
後
、
鶉
蚕
は
生

若い世代との出会い励み
旧
満
州
に
よ
く
見
ら
れ
た
建
物
を

模
し
た
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館

業
に
な
ら
な
く
な
っ
た
。
約
⑳
戸

が
開
拓
団
に
参
加
し
た
。

「
村
に

お
っ
て
は
生
き
て
お
れ
ん
か
っ

た」
桜
井
さ
ん
は
46年
10月
に
引
き

揚
げ
た
が
、
公
に
体
験
を
語
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
目
に
し
た
も
の

が
「
あ
ま
り
に
も
む
ご
い
」
か
ら

だ
。
隣
の
「
第
八
次
小
古
洞
蓼
科

郷
開
拓
団
」
が
集
団
自
決
し
た
こ

と
、
逃
げ
る
子
ど
も
や
母
親
が
旧

ソ
連
軍
に
銃
殺
さ
れ
た
こ
と
・
・
・
C

15歳
で
目
に
し
た
記
憶
が
戦
後
邸

年
余
り
、
胸
を
締
め
付
け
て
き
た
。

思
い
出
す
と
眠
れ
ず
、
寺
の
住
職

に
相
談
し
た
り
、
経
を
読
ん
だ
り

し
、
経
の
録
音
を
聞
い
て
眠
り
に

就
く
曰
も
あ
っ
た
。

「満
蒙
開
拓
の
こ
と
を
お
話
し

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
」
。
昨
年
夏
、

阿
智
村
の
「
子
ど
も
の
文
化
を
考

え
る
会
」
の
女
性
会
員

(67)が
訪

ね
て
き
た
。
戦
争
体
験
の
聞
き
取

り
を
重
ね
て
き
た
女
性
は
、
「
思

い
出
す
と
つ
ら
い
」
と
固
辞
す
る

桜
井
さ
ん
の
元
に
幾
度
も
足
を
運

ん
で
説
得
し
た
。

考
え
る
会
と
の
つ
な
が
り
で
今

年
2
月
、
阿
智
村
中
央
公
民
館
な

ど
が

「戦
争
と
平
和
」
を
テ
ー
マ

に
開
い
た
集
会
で
、
桜
井
さ
ん
は

初
め
て
思
い
を
人
前
で
語
っ
た
。

昨
年
12月
の
特
定
秘
密
保
詭
法
成

立
の
経
過
に
、
何
も
知
ら
さ
れ
ず

に
国
策
で
満
州
に
渡
っ
た
経
験
を

璽
ね
、
日
本
の
将
来
が
不
安
に
な

っ
た
こ
と
も
背
中
を
押
し
た
。

「
胸
に
鑓
を
掛
け
て
ず
っ
と
し

ま
っ
て
あ
っ
た
。
吐
き
出
し
て
す

っ
と
し
た
気
が
す
る
。
私
の
戦
争

が
、
よ
う
や
く
終
わ
っ
た
」

記
念
館
の
特
色
の
―
つ
は
元
開

拓
団
員
が
語
り
部
と
し
て
来
舘

者
に
体
験
を
語
る
こ
と
だ
。
開
館

以
降
の
語
り
部
は
約
2
人
。
桜
井

さ
ん
も

26日
に
初
め
て
講
演
す

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
昭
和
恐
慌
な
ど
を
背
景
に
、
日
本
が
国
策
と
し
て
進
め
た

欝
開
拓
の
歴
史
を
伝
え
る
全
国
初
の
施
設
。
2
0
1
3年
4
月
25日
に
開
館
し
た
。

．鯰
飯
田
日
中
友
好
協
会
（
飯
田
市
）
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
国
、
県
、
南
信
州
広
域
連
合
の
補

助
金
や
全
国
の
寄
付
金
で
事
業
費
約
1
億

2
千
万
円
を
確
保
し
た
。
下
伊
那
郡
阿
智
村
駒
場

の
用
地
は
村
が
村
有
地
を
無
償
で
貸
与
し
た
。
開
館
時
間
は
午
前
9
時
半
＼
午
後
4
時
半
、

休
館
日
は
火
曜
日
と
第
2
、
4
水
曜
曰
、
年
末
年
始
°
入
館
料
は
一
殻
5
0
0円
、
小
中
高

校
生
3
0
0円
。
問
い
合
わ
せ
は
同
館

(
k
o
2
6
5
.
4
3
.
5
5
8
o
)
へ。

◇

-

「満
鉄
（
南
満
州
鉄
道
）
は
ど

[

ん
な
状
況
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
[

今
月
14日
の
記
念
館
。
語
り
部
-

i

で
飯
田
市
下
久
堅
の
宮
内
三
千
雄

一

さ
ん

(79)
が
話
し
終
え
る
と
、
新
i

洞
県
長
岡
市
か
ら
来
た
高
喜
美
｝

さ
ん

(34)が
手
を
挙
げ
た
。
半
官
i

半
民
の
国
策
会
社
と
し
て
、
日
本

の
中
国
大
陸
進
出
の
一
大
拠
点
と

な
っ
た
満
鉄
の
職
員
だ
っ
た
祖
父
l

は
、
何
も
語
ら
ず
亡
く
な
っ
た
。

祖
父
の
思
い
を
知
り
た
く
て
記
念
一

館
に
や
っ
て
来
た
。
2
人
は
そ
れ

一

か
ら
1
時
間
ほ
ど
話
し
込
ん
だ
。

若
い
世
代
が
質
問
し
て
くA
れ
た

こ
と
に
、
宮
内
さ
ん
は
胸
を
な
で

下
ろ
し
た
。
元
開
拓
団
只
の
高
齢
b

化
で
、
比
較
的
若
い
宮
内
さ
ん
が

語
る
機
会
が
増
え
た
が
、
中
学
校

で
話
し
た
時
は
子
ど
も
た
ち
が
居
一

眠
り
し
て
し
ま
い
、
「
伝
わ
る
の

か
ど
う
か
・
・
」
と
不
安
た
っ
た
。

下
伊
那
郡
河
野
村

（現
同
郡
翌

丘
村
河
野
）
の
元
開
拓
団
員
で
、

集
団
自
決
し
た
開
拓
団
の
生
き
残

り
と
し
て
講
演
を
続
け
る
語
菫

久
保
田
醗
さ
ん

(84)
は
言
う
。

「
子
ど
も
た
ち
か
ら
感
想
文
を

―

も
ら
う
こ
と
が
あ
る
と
励
み
に
な

一

る
984歳
だ
け
れ
ど
頑
張
れ
る

一。

つ
ら
い
記
憶
は
耳
を
傾
け
る
人
が

い
る
こ
と
で
次
の
世
代
に
生
き
て

く
る
。満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
は
、

～

元
開
拓
団
晨
の
記
憶
と
次
世
代
が

[

出
会
う
場
に
な
っ
て
い
る
。

る
。
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信濃毎日新聞 2014年4月25日付掲載

満蒙開拓平和記念館 開館 1年

母
親
た
ち
の
記
念
写
真
や
映
像

が
、
壁
一
面
に
3
分
間
に
わ
た
っ

て
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。

加
藤
さ
ん
は
、
同
郡
山
吹
村
（
現

高
森
町
）
か
ら
「
加
画
叩
開
拓

団
」
の
一
員
と
し
て
満
州
の
吉
林

「
懐
か
し
い
な
あ
・
；
」
。
下
伊
省
舒
蘭
県
水
曲
柳
に
渡
っ
た
元
開

工
ぶ
・
い
ち

那
郡
高
森
町
の
加
藤
宗
一
さ
ん
拓
団
員
だ
。
こ
の
日
、
目
に
し
た

(92)が
、
つ
え
で
体
を
支
え
な
が
満
州
の
風
景
が
当
時
を
思
い
起
こ

ら
展
示
の
前
で
足
を
止
め
た
。

さ
せ
た
。
「
人
を
殺
し
に
行
っ
た

ま
ん
も
名
タ

21日
、
同
郡
阿
智
村
の
満
蒙
開
よ
う
な
も
ん
だ
っ
た
」
。
集
団
自

拓
平
和
記
念
館
。
旧
満
州
（
中
国
決
を
苦
渋
の
表
情
で
語
る
加
藤
さ

東
北
部
）
の
だ
だ
っ
広
い
草
原
、
ん
に
、
居
合
わ
せ
た
団
体
客
や
地

大
き
な
太
陽
、
馬
を
引
い
て
畑
を
元
阿
智
村
の
阿
智
第
一
小
学
校
6

耕
す
人
た
ち
、
子
ど
も
を
抱
い
た
年
生
が
耳
を
傾
け
た
。

l
▼
ー
'
[̀

次
代
へ
を
囲

昨
年
4
月
25曰
の
記
念
館
開
館

前
、
加
藤
さ
ん
は
県
歌
「
信
濃
の

国
」
が
書
か
れ
た
大
き
な
掛
け
軸

を
寄
贈
し
た
。
満
州
で
教
員
を
し

て
い
た
知
人
か
ら
渡
さ
れ
た
も
の

で
、
遠
い
故
郷
を
思
っ
て
歌
っ
た

記
憶
が
よ
み
が
え
る
1
枚
だ
。
初

め
て
記
念
館
に
足
を
運
ん
だ
こ
の

日
、
館
内
を
見
渡
し
て
言
っ
た
。

「
立
派
な
物
を
建
て
て
も
ら
っ
て

う
れ
し
い
な
」

記
念
館
の
展
示
資
料
の
ほ
ぼ
全

て
は
元
開
拓
団
員
や
そ
の
家
族
が

寄
贈
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
3
5
5

人
に
上
る
。

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
の
書
庫
は
全
国
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
資
料
や
書
物
で
い
っ
ぱ
い
だ
1121日
、
阿
智
村

元団員らの思い 呼び集め
体
験
を
つ
づ
っ
た
自
伝
、
満
州

か
ら
内
地
に
送
っ
た
手
紙
、
団
員

募
集
を
呼
び
掛
け
る
ポ
ス
タ
ー
、

「
布
団
2
枚
、
か
ま
・
・
・
」
と
満
州

へ
の
持
ち
物
が
書
か
れ
た
紙
、
義

喜
盟
着
て
い
た
衣
服
や
ラ
ッ

パ
…
。
青
森
、
石
川
、
京
都
、
福

岡
な
ど
、
全
国
各
地
か
ら
資
料
か

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
記
念
舘
は
こ

れ
ら
を
整
理
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
を
進
め
る
。

◇
 

漂
に
、
茶
色
が
か
っ
た
贔

の
夕
套
か
展
示
さ
れ
て
い
る
。
裾

の
部
分
に
穴
が
開
い
て
い
た
り
、

よ
れ
て
い
た
り
す
る
。
寄
贈
主
は
、

父
の
太
郎
さ
ん
が
元
開
拓
団
員
だ

っ
た
下
伊
那
郡
喬
木
村
の
市
村
民

江
さ
ん

(64)だ。

民
江
さ
ん
は
太
郎
さ
ん
か
ら
、

子
ど
も
4
人
を
旧
ソ
連
軍
の
参
戦

に
伴
う
逃
避
行
の
際
に
亡
く
し
た

と
聞
い
て
育
っ
た
。
民
江
さ
ん
は

引
き
揚
げ
後
に
生
ま
れ
た
一
人
娘

だ
。
幼
い
こ
ろ
、
少
し
熱
が
出
た

り
お
な
か
を
壊
し
た
り
し
た
だ
け

で
、
太
郎
さ
ん
は
民
江
さ
ん
を
連‘'ず

れ
て
病
院
に
駆
け
込
ん
だ
。
母
一

ぇゑ
さ
ん
は
水
道
水
を
そ
の
ま
ま
飲

ま
せ
る
こ
と
は
決
し
て
し
な
か
っ

た
。
満
州
で
生
水
を
飲
ん
で
子
ど

も
が
病
気
に
な
っ
た
経
験
か
ら
だ

と
い
う
。
10年
ほ
ど
前
、
父
の
体
験
を
文

章
に
残
そ
う
と
話
し
て
い
た
折
、

太
郎
さ
ん
が
95
歳
で
亡
く
な
っ

た
。
断
片
的
に
体
験
を
聞
い
て
は

い
た
が
、
ま
と
ま
っ
た
記
録
は
な

か
っ
た
。
昨
年
秋
、
記
念
館
に
足
を
運
び

一

事
務
局
長
の
三
沢
亜
紀
さ
ん

(47
)-

,6
r, 

に
尋
ね
た
。
示
〔
親
が
城
子
溝

一

と
い
う
開
拓
団
に
い
た
そ
う
な
ん

だ
が
：
」

。
三
沢
さ
ん
は
、
記
念

誼
に
寄
贈
さ
れ
た
名
簿
を
ひ
も
と

一

き
、
資
料
を
送
っ
て
く
れ
た
。

「
第
十
一
盗
竿
置
エ
開
拓

団
」
の
一
員
と
し
て
1
9
4
2
（昭

和
17)
年
に
渡
っ
た
こ
と
や
、
満

一

州
で
死
ん
だ
き
ょ
う
だ
い
の
名
が
5

記
さ
れ
て
い
た
。｝
つ
れ
し
誓
た
。一

両
親
の
生
き
た
道
に
「
少
し
近
づ

｝

い
た
」
と
思
っ
た
。

上
伊
那
郡
伊
那
町
（
現
伊
那
市
）

一

出
身
で
横
浜
市
に
住
む
平
沢
ゆ
き

一

子
さ
ん

(82)は
昨
冬
、
記
念
館
を

一

訪
れ
た
。
家
族
で
満
州
に
渡
り
、

喜
行
の
際
に
両
親
を
ハ
ル
ビ
ン

で
亡
く
し
た
。
日
中
国
交
回
復
後

も
弔
い
に
行
け
な
い
ま
ま
68年
が

過
ぎ
た
。
記
念
館
が
保
管
す
る
名
i

簿
に
は
、
一
団
曇
だ
っ
た
両
親
の
i

嘉
記
さ
れ
て
い
た
。
「
私
が
で

き
な
か
っ
た
供
蓑
を
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
」

。
気
持
ち
に
一
区
切

｛

り
が
つ
い
た
気
が
し
た
。

C

開
館
か
ら
1
年
、
記
念
館
は
寄
―

せ
ら
れ
る
資
料
と
と
も
に
、
元
開

―

拓
団
員
や
家
族
ら
が
秘
め
て
き
た

一

思
い
も
呼
び
集
め
て
い
る
。
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満蒙開拓平和記念館 開館 1年

旧
満
州
（
中
国
東
北
部
）
の
家

屋
を
再
現
し
た
展
示
物
の
隣
に
入

植
の
解
説
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
満
蒙
開
拓
と
は
い
え
、
実
際

に
開
拓
し
た
人
は
少
な
く
、
現
地

の
人
々
に
と
っ
て
開
拓
団
は
自
分

た
ち
の
土
地
を
奪
う
存
在
で
あ

り
、
満
蒙
開
拓
は
侵
略
の
加
担
と

い
う
側
面
も
あ
り
ま
し
た
」

満
蒙
開
拓
平
和
記
今
詣
〖
（
下
伊

那
郡
阿
智
村
）
の
専
務
理
事
、
寺
t

或

’[

沢
秀
文
さ
ん

(60)11下
伊
那
郡
松

『

川
町
11は
昨
年
秋
、
見
学
に
や
っ

t

――
 

て
来
た
近
畿
地
方
の
人
か
ら
こ
う
p

パ

伝
え
ら
れ
た
。
「
私
の
地
元
の
平
[
4

久一
翌
戸

和
施
設
で
は
こ
こ
ま
で
（
日
本
側
t

の
）
加
害
に
言
及
し
て
い
な
い
」

ー
バ

i
 

館
内
を
進
む
と
、
開
拓
団
貴
の

[
t
J
`

藝
―
＝
記
録
が
続
く
。
下
伊
那
郡
上

[ぐ
｛
 

久
堅
杓
（
現
飯
田
市
上
久
堅
）
開

{,̀
99

闘
11

冒
鱈
闘

□i

墾
し
た
と
こ
ろ
に
中
国
人
を
追
っ

[
iし

ヘを団
払
っ
て
そ
こ
に
入
っ
た
。
『
お
ま

え
た
ち
出
て
行
け
』
っ
て
。
そ
の

後
ろ
盾
に
は
、
日
本
軍
が
お
っ
た

ん
だ
」
と
言
葉
を
寄
せ
た
。

1
9
4
5
（
昭
和
20)
年
8
月

9
日
の
旧
ソ
連
軍
参
戦
と
、
同
15

日
の
敗
戦
に
伴
っ
て
開
拓
団
員
が

犠
牲
に
な
っ
た
被
害
と
同
時
に
、9,
9
 

元開拓団員らの証言を書き起こした文

書を読む来館者たち＝21日、阿智村

入
植
は
現
地
の
人
へ
の
「
加
害
」

の
歴
史
だ
っ
た
こ
と
を
体
験
に
基

づ
い
て
伝
え
た
。

寺
沢
さ
ん
の
両
親
は
、
満
州
の

吉
林
省
舒
蘭
県
（
現
舒
蘭
市
）
水

曲
柳
に
渡
っ
た
元
水
曲
柳
開
拓

団
員
だ
。

2
0
1
1年
に
91歳
で

亡
く
な
っ
た
父
・
幸
男
さ
ん
は
、

加害」の歴史にも向き合う
先
遣
隊
な
ど
が
切
り
開
い
た
地
だ

と
聞
い
て
満
州
に
渡
っ
た
の
に
、

現
地
に
た
ど
旦
震
く
と
、
入
植
先

は
中
国
人
を
強
制
的
に
立
ち
退
か

せ
た
土
地
だ
と
知
っ
た
。

3
年
間
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
を
経

験
し
た
幸
男
さ
ん
は
、
戦
後
生
ま

れ
の
寺
沢
さ
ん
に
「
中
国
の
人
た

ち
に
本
当
に
申
し
訳
な
い
こ
と
を

し
た
」
と
語
っ
て
い
た
。
被
害
を

刻
む
だ
け
で
は
な
い
記
念
館
の
設

立
に
向
け
た
活
動
は
、
父
の
言
葉

が
原
点
に
あ
る
。

寺
沢
さ
ん
が
記
念
館
建
設
を
目

揖
し
て
い
た
こ
ろ
、
県
内
の
あ
る

行
政
関
係
者
か
ら
〗
当
時
は
そ
れ

が
国
民
の
た
め
に
な
る
と
思
っ
て

い
た
の
だ
か
ら
、
（
開
拓
団
を
送

り
出
し
た
）
行
政
を
責
め
る
こ
と

は
し
な
い
で
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ

た
。
そ
ん
な
声
を
寺
沢
さ
ん
は
「
大

き
な
犠
牲
を
出
し
た
満
蒙
開
拓
が

間
違
い
だ
っ
た
と
分
か
っ
て
い
る

今
、
仕
方
な
い
で
済
ま
せ
て
は
い

け
な
い
」
と
受
け
止
め
て
き
た
。

◇
 

大
阪
府
、
大
阪
市
が
共
同
出
資

し
、
旧
日
本
軍
に
よ
る
加
害
行
為

の
展
示
で
知
ら
れ
る
博
物
館
「
大

阪
国
際
平
和
セ
ン
タ
ー
」
（
大
阪

市
）
が
政
府
の
見
解
を
踏
ま
え
て

展
示
の
改
装
を
計
画
し
た
り
、
松

（
前
野
聡
美
、
菅
沼
勇
）

江
市
な
ど
で
原
爆
の
悲
惨
さ
を
描

い
た
漫
画
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
の

閲
覧
を
制
限
し
た
り
す
る
動
き
が

出
て
い
る
。

戦
争
の
加
害
と
被
害
の
問
題
を

ど
う
伝
え
る
の
か
が
、
あ
ら
た
め

て
課
題
に
な
っ
て
お
り
、
寺
沢
さ

ん
は
「
被
害
の
前
に
加
害
を
学
ば

な
け
れ
ば
、
過
ち
を
繰
り
返
す
」

と
話
す
。
25日
、
記
念
誼
は
開
館
1
周
年

を
迎
え
た
。
開
館
後
は
公
的
な
助

成
を
受
け
ず
、
少
な
い
運
営
ス
タ

ッ
フ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
戦
争
を

ど
う
捉
え
、
伝
え
る
の
か
、
寺
沢

さ
ん
、
同
館
事
務
同
長
の
三
沢
亜

紀
さ
ん

(47)ら
記
念
館
に
関
わ
る

人
た
ち
が
、
被
害
、
加
害
の
両
面

で
証
言
者
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、

独
立
し
て
展
示
内
容
を
企
画
で
き

る
点
は
大
き
な
長
所
だ
。

記
念
館
を
巡
る
展
＿
示
会
場
の
終

わ
り
に
、
一
っ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

書
か
れ
て
い
る
。

「
こ
の
歴
史
か
ら
伺
を
学
ぶ
の

か
、
私
た
ち
は
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
負
の
遺
産
』
を
『
正
の
遺
産
』

へ
と
置
き
換
え
て
い
く
こ
と
、
そ

の
英
知
が
私
た
ち
に
問
わ
れ
て
い

ま
す
」
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方正友好交流の会が6月に総会
藤野文陪氏が講演

ハ
ル
ビ
ン
郊
外
に
あ
る

日
本
人
公
墓
の
存
在
を
通

し
て
、
国
際
的
な
友
愛
精

神
焚
砿
0

よ
う
と
活
動
す

る
方
正
友
好
交
流
の
会

は、

6
月
8
日
（
日
）
14
時

か
ら

JR御
茶
ノ
水
駅
そ
ば

の
中
央
大
学
駿
河
台
記
念

館

5
1
0
号
室

(
0
3
|
3

2
9
2
1
3
1
1
1
)
で

総
会
と
講
油
会
を
開
く
。

講
演
は
「
わ
が
日
中
交

流
を
振
り
返
る
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
藤
野
文
昭
氏

(
3
面
で
「
フ
オ
ー
カ
ス
」

執
筆
）
が
行
う
。
藤
野
氏

は
元
伊
藤
忠
商
事
常
務
取

締
役
、
同
中
国
総
代
表
、

藤
野
中
国
研
究
所
代
表
、

環
日
本
海
経
済
交
流
セ
ン

タ
ー
長
と
し
て
現
在
も
大

活
躍
だ
が
、
長
年
、
貿
易

を
通
し
て
日
中
交
流
に
従

事
。
当
日
は
、
周
慇
来
総

理
や
陳
毅
外
相
と
接
見
し

た
豊
富
な
体
験
な
と
が
語

ら
れ
る
。
問
い
合
わ
せ

ょ、

方
正
の
会
事
務
局
、

醤
るい
大
類

(
0
9
0
1
2
7
6

8
|
3
3
3
8
)
ま
で
。

る
と
、
日
本
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る

戦
い
で
加
害
者
だ
っ
た
こ
と
を
忘

れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
と
痛

感
す
る
。
「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の

脱
却
」
を
謳
い
、

一
連
の
政
策
を
矢

継
ぎ
早
に
進
め
て
い
る
。
日
本
版

N
S
C
の
創
設
、
秘
密
保
護
法
の

制
定
、
武
器
輸
出
三
原
則
の
廃
止
、

集
団
的
自
衛
権
の
認
定
等
を
は
じ

め
、
や
が
て
は
憲
法
9
条
の
改
正

へ
進
む
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一

連
の
動
き
に
歯
止
め
を
か
け
る
カ

が
見
え
な
い
の
は
空
し
い
。

月
9

「;；・ドる
こ[;;；・日・日・仁●
目i:i:|-4.1
・日：

t
;・a[+
ー
・
ロ
ー
：
ヒ
・
；
；
・
7-

＋コ・「：日[;;＊目
口＋ロ・ロ・日・目
4

漏
「
日
中
は
硝
子
」
た
と
誓

近
の
日
中
関
係
を
見
て

井
勝
一
郎
、
陳
毅
副

首
相
の
会
談
の
こ
と
を

最鷹

思
い
出
し
て
い
る
。
半
世
紀
前
の

北
京
で
の
こ
と
だ
。
陳
毅
氏
は

「
亀
井
先
生
は
、
日
本
軍
国
主
義

が
中
国
を
侵
略
し
た
こ
と
を
永
久

に
忘
れ
な
い
と
お
っ
し
ゃ
る
。
私

達
は
忘
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
は
良
い
こ
と
で
す
。
逆
に
私

達
が
忘
れ
な
い
と
言
い
、
日
本
側

が
忘
れ
た
い
と
言
っ
こ
と
に
な
れ

は
、
こ
れ
は
悲
劇
で
す
」
と
発
言

し
た
。
日
中
韓
に
横
た
わ
る
歴
史

認
識
問
題
の
現
実
で
あ
る
。

最
近
の
日
本
政
府
の
行
動
を
見

日
本
が
最
も
大
切
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
隣
国
中
国
、
韓
国
と

は
ま
と
も
な
首
脳
会
談
す
ら
で
き

て
い
な
い
。
中
韓
が
ど
ん
ど
ん
発

展
す
る
の
を
見
て
、
何
か
日
本
が

追
い
詰
め
ら
れ
て
逆
の
被
害
者
意

識
に
陥
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。

政
治
が
そ
う
動
け
ば
メ
テ
ィ
ア
が

多
極
化
す
る
世
界
を
意
識

どこへ1iくのかH本
藤野文昭 （公社）日中友好協会参与 藤野中国研究所代表

同
調
す
る
の
は
戦
前
の
歴
史
が
証

明
し
、
い
つ
し
か
国
民
の
意
識
も

誘
導
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
戦
後

色
々
な
経
緯
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、

新
し
い
主
権
在
民
の
民
主
憲
法
が

で
き
、
日
本
の
民
主
化
は
確
実
に

進
ん
で
き
た
は
ず
だ
。
世
界
に
類

の
な
い
憲
法
（
人
類
の
究
椒
の
目

標
で
あ
る
戦
争
の
放
棄
）
と
品
格

を
持
つ
国
と
し
て
手
本
に
さ
れ
て

よ
い
は
ず
な
の
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
体
制
以
前
に
逆
戻
り
す
る

動
き
が
起
き
て
い
る
。
再
び
戦
前

の
世
界
に
戻
そ
う
と
い
う
の
か
。

世
界
は
多
極
化
に
向
か
い
、
異

な
る
価
値
観
は
共
存
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
も
う
米
国
は
警
察
官

で
は
な
い
。
日
本
は
米
中
両
国
と

手
を
携
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
米
国

の
み
と
組
み
、
中
国
包
囲
網
を
強

化
す
れ
ば
ア
ジ
ア
で
孤
立
す
る
。

国
連
で
の
安
保
理
常
任
理
事
国
入

り
な
ど
問
題
外
と
な
る
だ
ろ
う
。

日
中
関
係
は
72年
の
国
交
正
常

化
に
よ
り
、
様
々
な
懸
案
を
残
し

な
が
ら
も
交
流
を
回
復
し
た
。
し

か
し
歴
史
認
識
問
題
を
心
の
中
で

き
ち
ん
と
整
理
し
て
お
か
ね
ば
、

国
民
同
志
の
和
解
は
進
ま
な
い
。

ガ
ラ
ス

日
中
関
係
は
壊
れ
や
す
い
硝
子
細

工
の
よ
う
な
脆
弱
性
を
は
ら
ん
で

い
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
必

要
だ
。
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
の

是
非
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

お
互
い
の
関
係
を
大
切
に
扱
っ

て
い
れ
ば
自
然
に
信
頼
関
係
が
生

ま
れ
る
。
文
化
的
共
通
の
基
盤
が

あ
る
か
ら
だ
。
信
頼
関
係
が
で
き

れ
ば
、
ど
ん
な
問
題
も
越
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
半
世
紀
前
の
陳
毅

氏
の
発
言
は
そ
れ
を
見
事
に
示
唆

し
て
い
る
。
日
本
が
一
日
も
早

く
、
ま
っ
と
う
な
外
交
の
軌
道
に

戻
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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第 18号会報の編集を終えて

森 一彦

第 18号会報の原稿に目を通しながら、満蒙開拓平和記念館を訪ねた下伊那の旅を思い出

今回の旅での一番の収穫は、寺沢秀文さんのバックグラウン ドが理解できたこ

とであるかもしれない。満蒙開拓平和記念館の開館に向けて、なぜあれほどまでに情熱を

捧げ、奔走されて来られたのか。ご自宅がある、入植地 増野の急斜面に広がる果樹園、雄

大なアルプス連峰の山々 、その現場に立ってみて、私は初めて寺沢さんのお気持ちの一端

が理解できたような気が した。そして山本慈昭さんや中島多鶴さんの存在。満蒙開拓平和

記念館には、魂が宿っている。土地の歴史と記憶とに包まれて、貴重な証言をつづけてい

していた。

くだろう。

東京新聞 2013年 12月27日 （金）朝刊掲載

方
正
友
好
交
流
の
会
事
務

局

長

大

類

善

啓

69

（
東
京
都
千
代
田
区
）

私
た
ち
は
二

0
0五
年
に

ほ
う
ま
さ

方
正
友
好
交
流
の
会
を
設
立

せ
、
か

し
、
年
二
回

『星
火
方
正
』

と
い
う
会
報
を
発
行
し
て
い

ゞ

る
。
方
正
と
は
中
国
黒
竜
江

省
ハ
ル
ビ
ン
市
郊
外
に
あ
る

方
正
県
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
、
旧
満
州
に
「
開
拓

民
」
と
し
て
入
っ
た
五
千
人

に
近
い
人
々
が
葬
ら
れ
た
中

国
で
唯
一
の
日
本
人
公
墓
が

あ
る
。
最
新
号
の

『星
火
方
正
』

十
七
号
に
は
、
丹
羽
宇
一
郎
を
訴
え
た
宮
本
雄
一
＿
・
元
中

•
前
中
国
大
使
が
公
墓
を
参
国
大
使
の
講
演
記
録
な
ど
を

拝
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
掲
載
し
た
。

を
掲
載
し
た
。
黒
竜
江
省
政
ハ
ル
ビ
ン
市
方
正
県
に
あ

府
は
、
中
国
「
愛
国
青
年
」
る
日
本
人
公
墓
は
、
日
中
が

の
排
外
主
義
的
な
攻
撃
を
危
国
交
回
復
す
る
以
前
の
一
九

惧
し
、
「
安
全
性
が
保
障
で
六
三
年
、
周
恩
来
首
相
が
許

中
国
の

H
本
人
公
墓
知
っ
て

き
な
い
」
と
参
拝
を
や
め
る
可
し
て
中
国
政
府
が
建
立
し

よ
う
言
っ
た
。
そ
の
言
葉
を
た
も
の
で
あ
る
。

振
り
切
っ
て
丹
羽
さ
ん
は
参
侵
略
さ
れ
た
被
害
者
の
国

拝
さ
れ
た
。
他
に
も
作
家
・
が
、
加
害
国
で
あ
り
侵
略
者

澤
地
久
枝
さ
ん
の
「
満
蒙
開
側
の
人
々
の
お
墓
を
建
て
る

拓
民
」
へ
の
思
い
や
、
日
中
と
い
う
、
世
界
史
上
で
も
稀

の
草
の
根
の
交
流
の
大
切
さ
有
な
国
際
的
な
友
愛
精
神
が

表
現
さ
れ
て
い
る
こ
の
公
墓

を
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
も

ら
い
、
排
外
主
義
的
な
「
愛

国
主
義
」
が
い
か
に
不
毛
な

戦
争
に
つ
な
が
る
か
と
い
う

過
去
の
歴
史
を
反
省
し
教
訓

化
し
た
い
と
私
た
ち
は
思
っ

て
い
る
。

戦
後
六
十
八
年
、
恥
ず
か

し
げ
も
な
く
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
が
は
び
こ
る
日
本
に
少
し

で
も
、
世
界
の
名
も
な
き
人

々
は
い
わ
ば
同
じ
地
球
市
民

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
で
き
る

契
機
に
な
れ
ば
い
い
と
思

う
。
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<報告> ありがとうございました

前号の会報 17号入稿後、 2013年 12月5日以降にカンパをお寄せいただいた方、また新

たに会員になられた方々のお名前を以下に記して感謝の意をお伝えします。ありがとうご

ざいました。（敬称略、受付けた順に記載しました。2014年 4月30日現在）

岡庭成巳飯白栄助芹澤昇雄大場武男窪田かづよ渡辺一枝山川禎一阿久津

国秀小出公司網代正孝末広一郎山田寿子遠藤勇武吉次朗貞平浩島辰夫

長谷部照夫紙谷周三郎菅原三太郎天竺桂尚穂伊原忠・泰子橋本聰深山信雄

寺本康俊矢吹晋藤村光子木戸冨美江古俣和歌夫下山田誠子中島紀子磯野恭

子園木宏志山川梅子篠田欽次塩野泰彦渡部道恵桜井博之馬場永子杉田春

恵小畑正子小倉茂飯田喜三郎内山則男黒岩満喜平和が好き市川市民の会滝

永登石原健一小柳保征・公代鵜沢弘由井格宮田一郎竹井成範山内良子竹

田絢子田澤仁野田良雄星野郁夫吉川健木村孝伊藤幸枝照山真木子鈴木幸

子竹之内信一渡辺保雄吉田敬子櫻庭ゆみ子堀江はつ高嶋正文藤勝徳馬場

信詔・弘子小玉正憲石橋実小松征夫金子彰西沢昭裕高木涼子高橋健男小

倉光雄小崎昭八小林淫子重岡率冶清水孝一石原政子新谷陽子（社）日中協会

金丸千尋篠原国雄坂田和子今村敏子名取敬和永宮禰生中澤道保今村隆一

柴崎葦津子宮下春男河野道威柳瀬恒範小柴玲子磯部荀子古賀勇ー野津久

夫・野津喜美子塩見雅正小関光二河内広光江原孔江青柳幸司山下美子牧野

史敬広田彰夫矢野光雄原田清冶石橋辰巳富田恵子南雲英雄佐藤千栄子佐

藤すみ江名井佳子新田充江藤昌美及川康年鎌田アサ石金楷長塚淑江望月

信隆昧富士国際旅行社長谷部郁子鳥島せい子柴生田清上野京

（お詫び：前号、長谷部照夫と記すところ、長谷川と誤記しました）

...................................... 
<編集後記>

満蒙開拓平和記念館を訪問する旅は、全国各地から定員いっばいの35名もの人々が参加。
それぞれの体験を踏まえての自己紹介など、実に豊かな交流になった。ご参加された方、

また寄稿いただいた方、いろいろとお手数をおかけした寺沢秀文さんに感謝！である。

戦後生まれの歴史を知らない軽薄な政治家が多い昨今、歴史を伝える意味はますます重

要になってきた。「侵略の定義は学術的にも国際的にも明確ではない」と公言する男を宰相

にいだ＜悲劇というか喜劇のような時代に我々は生きている。この恐ろしさをどう 言った

らしW かヽ。

「みんなで靖国神社に参拝する国会議員の会」というのがある。一人で何もできない卑小

な輩が、「赤信号、みんなで渡れば怖くない」と同じようで本当に醜い姿をさらす。戦後日

本がこんな連中を政治家として登場させた責任はいったい誰にあるか。それが我々だ、と

正直に自分を問い返して、新たな闘いに出発しようと言いたい。

今号も最後の段階で、森一彦と共に編集作業を行った。ぜひ熟読していただきたい。今

回、原稿が間に合わなかった方、次号、待っています。よろし＜ ！ （大類）
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